
■　r九条lさら手ち」No．76・81・85・89・92でお知らせしてきたように、南相馬市の「非核宣言」は合併後
無効の状態にあり、今年2月16日、「はらまら・小高・鹿島・相双教職員九条の会」は改めて再宣言をする
よう要望書を提出しました。■今後の議会の扱いについて、3月7日付『朝日新聞』福島県内版で＜下コピー＞
のように報道されましたが、3月中には他の宣言に優先して「非核宣言」を改めて宣言する見通しです。

口
」
消
え
た

新
自
治
体
で
は
無
効

核
兵
器
廃
絶
な
ど
を
訴
え
る
県
内
白
治
体
の
「
非
核
宣
言
」
が
合

併
新
市
誕
生
後
、
．
無
効
と
な
っ
て
い
る
。
新
市
で
改
め
て
茎
声
し
て

い
な
い
た
め
だ
。
旧
3
市
町
す
べ
て
が
合
併
前
に
宣
言
し
て
い
た
南

相
馬
市
で
は
、
地
元
の
「
九
条
の
会
」
が
こ
の
ほ
ど
、
市
と
市
議
会

に
新
市
と
し
て
の
非
核
宣
言
を
要
望
ご
」
れ
を
受
け
、
市
と
市
議
会

は
蒜
と
な
っ
て
「
非
核
」
以
外
に
2
0
以
上
あ
る
「
無
効
都
市
宣

言
」
に
つ
い
て
議
静
を
進
め
薫
　
　
　
　
　
　
（
田
村
隆
）

「
再
宣
言
を
」
南
相
馬
に
九
条
の
会

長
崎
市
役
所
に
事
務
局
が
あ
る

「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
」
の
ま
と
め
で
は
へ
非
核
宣
言

を
し
て
い
る
県
内
の
白
治
体
数
は

2
月
l
日
現
在
で
亜
市
町
村
。
県

内
全
自
治
体
の
6
7
。
8
％
に
あ
た

る
。
非
核
宣
言
を
し
て
い
な
い
白

河
、
伊
遠
、
南
相
席
の
3
市
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
で
は
茎
一
己
し

て
い
た
。

非
核
宣
言
な
ど
の
各
種
都
市
宣

言
は
、
合
併
で
新
た
な
自
治
体
が

誕
生
す
る
と
無
効
に
な
る
。
こ
の

た
め
合
併
協
議
会
が
協
定
項
目
で

宣
言
の
合
併
後
の
取
り
扱
い
を
決

め
て
い
る
。
南
柏
属
の
合
併
協
は

「
交
通
安
全
都
市
宣
言
」
　
「
暴
力

追
放
宣
言
」
な
ど
3
市
町
で
計
2
5

あ
っ
た
宣
言
に
つ
い
て
「
新
市
に

お
い
て
定
め
る
」
と
し
て
い
た
。

非
核
宣
言
は
、
旧
小
高
、
旧
鹿

島
両
町
と
旧
原
町
市
の
い
ず
れ
も

議
会
が
議
決
。
3
自
治
体
の
中
で

南
相
馬
市
役
所
前
に
あ
る
都

市
量
一
一
品
表
示
板
。
い
ず
れ

も
旧
原
町
市
時
代
の
宣
言
の

た
め
、
現
在
は
無
効
状
態

蓼旧市町村が非核宣言して
いた合併3市と宣言名

（要漂諾畠）
▼南相馬市

○小高町「非核平和宣言」、
⊂）鹿島町「非核平和宣言」、
○原町市「核兵器廃絶平和
都市宣言」

▼伊達市
○伊達町「非核平和都市宣
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Ⅷ憲捗自由に兵器を使うた仇であるJ
ノーベル物理学賞の益川敏美・京都産業大教授

＜3月8日、明治大学での「九条科学者の会」4周年記念講演＞
O「改憲派は、なぜ憲法を変えだがるの机解釈改碧で自衛隊がソマリアまで行く時代。
条文不備のせいじやない。9条があったのでは出来ないことをやりたいからに違いない。
つまり自由に兵器を使うということです。」「私は、子にも孫にもあんな思いはさせたくな

い。国家が国家の名のもとに始める戦争は嫌です。」と平和の講演をされました。

2月28日（土）10時から12時半
まで、ロイヤルホテル丸屋で、『パレ
スチナ・ガザ地区の人々』講演
と映画の集いが、主催：相双教職員
九条の会、後援：はらまち九条の会で
開催されました。参加者約50名。

講演の講師は、J＞C
亨料（日本国際ボランティア
：箋センター／ルスチナ地区
チ担当で、現地で活動され
ている藤屋り力さん。パ
レスチナの歴史や現在の置

かれて状況もよく分かるお語でした。
また、2004年のイスラエル軍によ

るガザ攻撃のドキュメント映画『レ

インボー』（40分）を上映。「レイン
ボー」という名は作戦名で、罪もない
幼児を狙い撃ちして殺すなど、イスラ
エル軍の戦争犯罪を告発。怒りを覚え
ずにはいられない内容です。
イスラエルの攻撃の背後に、大国ア

メリカやイギリスの支援があること、
また日本のNGOによる支援の地道な
努力が分かる、意義ある集いで参加者
一同熱心に聞き入りました。

集いの感想を青田さんにく右＞の
ように、書いていただきました。
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